
建学の精神・社会的使命・教育目的・教育理念

１．建学の精神

１９６６年９月に文部省（現：文部科学省）に法人設立のために学校法人岐阜経済大学寄附行為認可申請書が

提出されました。数多くの書類の中で、設立にいたった思想を表現しているものが、「設立趣意書」です。

その中に、建学の精神として明確でスローガン的な表現を見つけることはできません。しかし、大学を設立

するにいたった思い、目的が縷々記されています。中でも、建学の精神にあたる内容がもっとも凝縮されて

いるのは下記の箇所と思われます。

「社会事態に対処するためには、まず有為な人材育成に着目し、一は創造発見の能力伸長を図り、一は社会

指導の負荷に耐えうる知才の涵養に留意し、もつて人間資質の真価を発揚せしめることがもっとも肝要と思

います。」

「ここに青年学徒の教育地はもつぱら都塵をさけ自然の環境にめぐまれた大垣市の中心部より北部にはなれ

ること三，〇〇〇米、文化においては昔日大垣城下古献豊かな適地に校地を求めて大学を設立し、もつて一

面近代的広域行政にもとずく学園都市形成をめざす地元先覚の要望に応えて、中部岐阜県独自の壮大なる気

宇を培い理想に燃えつつも現実より遊離せず他日内外に雄飛する気魄をもつ青年社会人を育成しようとする

ものであります。」

以上の設立趣意書の文言と内容から、本学の「建学の精神」を示す言葉として、次の４つの言葉を導き出

すことができます。

創 造 発 見
知 才 涵 養
資 質 発 揚
地 域 貢 献

創造発見とはこれまでなかった新しい価値を生み出すことです。知才涵養については社会指導の負荷に耐

えうるという条件がついていることも注目されます。そこで、資質発揚とは、単に奮い立たせるということ

だけでなく、実社会で発揮するという意味合いも込められていると推察できます。そして、地元先覚の要望

に応えるという決意は、今日の言葉でいえば、まさに地域貢献ということになるでしょう。

２．社会的使命

建学の精神の語句の内容をさらに簡潔にまとめる場合、４つの建学の精神の頭文字「創知資地」を読み下

せば、「知を創り、地に資する」となり、これこそが本学の社会的使命の簡潔な表現であると考えます。

「創知資地」（知を創り、地に資する）
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３．教育目的

「地域に有為の人材を養成する」

経済学部
経済学をはじめとする社会科学の体系的及び実践的な教育を行い、地域に有為の人材を養成することを目

的とする。

経済学科

経済学の体系的及び実践的な学修を通じて、幅広い視野のもとで現代における様々な経済問題の本質を捉

える洞察力を備え、地域社会の発展に貢献する人材の養成を目的とする。

公共政策学科

経済学をはじめとする社会科学や政策科学、ならびに社会福祉の専門知識や技術を系統的、体系的に学習

し、協働と共生の地域社会を創造するために指導的役割を果たす人材の養成を目的とする。

経営学部
経営学を基本として、「スポーツ」あるいは「情報」に係る理論と実践的な教育を融合的に行い、地域に

有為の人材を養成することを目的とする。

情報メディア学科

経営学、会計学、マーケティングと広告・広報メディア向けのコンテンツ制作、情報通信技術とソフトウェ

アに関する専門知識を身につけた、企業経営や地域振興に貢献しうる人材の養成を目的とする。

スポーツ経営学科

経営学、スポーツ経営学、スポーツ科学を複合的に学び、スポーツの振興、スポーツ産業の発展及びスポー

ツ教育の充実に貢献できる人材の養成を目的とする。

４．教育理念

「教育理念」については、教育目的を達成するために、どのような教育をすべきかを表したものであり、

具体的には、本学の教育目的：「地域に有為の人材を養成する」をいかに実現するか、手法的、理念的に規

定したものです。本学がこれまで実践してきた教育、また、今後本学が果たすべき役割を踏まえ、本学の「教

育理念」を、下記の通り定めます。

自主創造教育（新たな価値をうむ）
さまざまな先入観や偏見などに捉われず、自主的に学び、自由に考え、新たな価値を生む精神を育てま

す。

地域実践教育（地域で学び、地域をつくる）
講義等で得た知識をもとに、「地域」の課題を発見し、解決策を考え、提案・行動し、再び理論的な考

察にまで結びつける力を養成します。

キャリア形成教育（キャリアを拓く）
専門教育に加え、豊かな人間性を涵養する教養教育と学生自身のキャリアを拓くための就職支援教育を

有機的に総合させた教育を展開します。
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